
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.9 景観 

  



 

 

 



 

資 1.9-1 

1.9 景観 

1.9.1 調査 

（1）方法書及び方法書修正届出書の審査の過程で追加した現地調査地点 

方法書の審査の過程で追加となった No.31、駐車場区域の拡大に伴う方法書修正届出書の審査

の過程で追加となった No.34 の２地点における眺望景観の現地調査結果を整理しました。 

  



 

資 1.9-2 

  ① No.31 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北東側） 

撮影位置・ 

撮影方向 

 

緯度 35°29'33 

経度 139°29'27 

標高 64ｍ 

利
用
状
況 

利用形態 農地が広がっており、農業従事者の方々が日常的に利用している。 

利用者属性 農業従事者が中心。 

利用者数等 詳細は不明。 

眺
望
状
況 

眺望対象 堀谷戸川及び両岸に広がる耕作地 

眺望範囲 360 度の眺望が開けている。 

対象事業実
施区域 

旧上瀬谷通信施設内通路の南側進行方向の右手に約 300m の距離を隔てて対象事業実施
区域が広がっている。 

 

   SE     S    SW     W     NW     N     NE     E  

 

撮影諸元 

カメラ：NIKON D7000 

焦点距離：28mm（35mm ﾌｨﾙﾑ換算）, F 値：f/9, 露出時間：1/320 秒 

撮影日時：2022 年 9 月 14 日（水）10：10, 天候：晴れ 

 

対象事業実施区域 



 

資 1.9-3 

  ② No.34 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側） 

撮影位置・ 

撮影方向 

 

緯度 35°29'36 

経度 139°29'8 

標高 70ｍ 

利
用
状
況 

利用形態 農地が広がっており、農業従事者の方々が日常的に利用している。 

利用者属性 農業従事者が中心。 

利用者数等 詳細は不明。 

眺
望
状
況 

眺望対象 相沢川低地部の農地と左岸側の樹林 

眺望範囲 西側に樹林が連なり、東側約 180 度の眺望が得られる。 

対象事業実
施区域 

方法書修正届における対象事業実施区域のうち、相沢川の左岸側を見込む地点であっ
たが、対象事業実施区域の変更に伴い眺望可能な範囲は区域外となっている。 

 

    NW     N     NE     E     SE     S        SW     W 

 

撮影諸元 

カメラ：NIKON D7000 

焦点距離：28mm（35mm ﾌｨﾙﾑ換算）, F 値：f/8, 露出時間：1/400 秒 

撮影日時：2023 年 6 月 23 日（金）10：28, 天候：晴れ 

対象事業実施区域 対象事業実施区域 

① 

① ② 



 

資 1.9-4 

 

撮影諸元 

カメラ：NIKON D7000 

焦点距離：28mm（35mm ﾌｨﾙﾑ換算）, F 値：f/8, 露出時間：1/25 秒 

撮影日時：2023 年 6 月 23 日（金）10：28, 天候：晴れ 

 

 

 

1.9.2 予測 

（1）開催中のフォトモンタージュにおける整備主体別区分 

開催中のフォトモンタージュの画面を、整備主体別に区分した画像を以下に整理しました。 

 

  

② 



 

資 1.9-5 

  ① 主要な眺望地点からの景観の変化 

  ア．No.15 瀬谷市民の森(2) 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の造成地が視認されますが、現況からの大きな印象

の変化はありません。 

開催中においては、会場区域内の園路や庭園等が出現しますが、目前に見える瀬谷市民の森の樹木は

残置されることから、対象事業実施区域はわずかに視認できる程度です。また、対象事業実施区域の境

界付近には瀬谷市民の森との連続性に配慮した環境植栽を施すことから、本博覧会の整備前と比較して

景観に大きな変化はないと予測します。 

残置される瀬谷市民の森の樹木 

市民の森との連続性に配慮した環境植栽 



 

資 1.9-6 

  イ．No.16 瀬谷みはらし公園 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の造成地に公園の一次整備による植栽や園路等が視

認されるものと想定されます。これら公園の一次整備による施設等は開催後も存置することになりま

す。 

開催中においては、本博覧会で整備した会場施設、庭園及び園路等が視認され、新たな景観が創出さ

れます、対象事業実施区域の境界付近には横浜市による瀬谷市民の森との連続性に配慮した植栽を施す

ことから、本博覧会の整備前と比較して景観に大きな変化はないと予測します。 

舗装前の園路 

公園の一次整備による植栽 

本博覧会で整備する会場施設 

瀬谷市民の森との連続性に配慮した植栽 



 

資 1.9-7 

  ウ．No.19 竹村町公園 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、公園の背後に視認されていた既存の樹木は撤去され、土地区画整理事業実施

後の造成地が視認されるものと想定されます。 

開催中においては、造成地を挟んで駐車場区域や会場施設等を遠望できますが、会場施設等は低層で

あり、会場区域の外周部は高木等によって植栽されていることから、本博覧会の整備前と比較して景観

に大きな変化はないと予測します。なお、視認されている公園施設である建築物及び樹木や園路等は存

置することとなります。遠景の庭園等の仮設の施設等は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっ

ています。 

 

土地区画整理事業実施後の造成地 

会場区域の外周部の高木等による植栽 

駐車場区域 



 

資 1.9-8 

  エ．No.22 旧上瀬谷通信施設内通路(対象事業実施区域 南側) 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の造成地や区域内道路、公園の一次整備による展示

建築施設や植栽等が視認されるものと想定されます。 

開催中においては、会場内の公園整備事業へ継承を想定している施設等の出現により新たな景観が形

成されますが、会場施設等は低層であり、会場区域の外周部は高木等によって植栽されていることから、

本博覧会の整備前と比較して景観に大きな変化はないと予測します。また、周辺景観に調和した施設等

の意匠、素材、色彩等となるよう配慮するため、周辺景観との調和は図られるものと予測します。なお、

視認されている施設等のうち、公園施設となる樹木や園路等を除き、仮設の建築物や外周フェンス等の

施設等は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっています。 

公園整備事業へ継承を想定している低層の会場施設 

仮設の外周フェンス 

公園の一次整備による植栽 

仮設の建築物 

区域内道路 



 

資 1.9-9 

  オ．No.23 深見第 228 号線(対象事業実施区域 南側) 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の拡幅された区域内道路及び造成地、公園の一次整

備による植栽等が視認されるものと想定されます。 

開催中においては、会場施設等の整備により新たな景観が形成されますが、会場区域の外周部は横浜

市の公園整備による高木等が植栽されること、本博覧会で市民の森等からの連続性に配慮した植栽を追

加で整備することから、本博覧会の整備前と比較して十分な緑化が図られると予測します。また、周辺

景観に調和した素材、色彩等となるよう外周フェンス等の施設についても配慮するため、周辺景観との

調和は図られるものと予測します。なお、視認されている施設等のうち、公園施設となる樹木や園路等

を除き、仮設の外周フェンス等の施設等は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっています。 

区域内道路 

公園の一次整備による植栽 

仮設の外周フェンス 
公園施設となる園路 

造成地 



 

資 1.9-10 

  カ．No.24 深見第 228 号線(対象事業実施区域 西側) 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の区域内道路及び造成地、公園の一次整備による植

栽等が視認されるものと想定されます。 

開催中においては、会場施設や外周フェンス等の整備により新たな景観が形成されますが、会場施設

等は低層であり、会場区域の外周部は高木等によって植栽されていることから、本博覧会の整備前と比

較して景観に大きな変化はないと予測します。また、周辺景観に調和した素材、色彩等となるよう、外

周フェンス等の施設についても配慮するため、周辺景観との調和は図られるものと予測します。なお、

視認されている施設等のうち、公園施設となる樹木や園路等を除き、仮設の建築物や外周フェンス等の

施設等は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっています。 

区域内道路 

公園の一次整備による植栽 

仮設の外周フェンス 

低層の会場施設（仮設） 



 

資 1.9-11 

  キ．No.27 旧上瀬谷通信施設内通路(対象事業実施区域 東側) 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の造成地、公園の一次整備による植栽等と、遠方の

住宅団地が視認されるものと想定されます。 

開催中においては、展示植物補給のための植物バックヤード等として整備され、ビニールハウスやそ

の周辺の植栽が視認されますが、会場施設等は低層であり、会場区域の外周部は植栽や外周フェンスを

設置することから、本博覧会の整備前の造成地と比較して周囲とは遮蔽されていますが、緑豊かな新た

な景観が形成されると予測します。なお、視認されている手前に広がる植物バックヤードや外周フェン

ス等の仮設の施設等は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっています。 

 

土地区画整理事業後の造成地 

公園の一次整備による植栽 

遠方の住宅団地 

展示植物補給のための植物バックヤード 

仮設の外周フェンス ビニールハウス 

低層の会場施設 



 

資 1.9-12 

  ク．No.30 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業によって創出された保全対象種の生息・生育環境とその両

側に造成地が視認されるものと想定されます。 

開催中においては、保全対象種の生息・生育環境を保全・活用し、その周辺も既存樹林をいかした植

栽とすることから、本博覧会の整備前と比較して景観に大きな変化はないと予測します。なお、視認さ

れている樹木や保全対象種の生息・生育環境は存置し、保全されるすることになります。遠景の仮設の

庭園等の施設等は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっています。 

 

保全対象種の生息・生育環境 

公園の一次整備による植栽 

侵入防止柵 遠景の仮設の庭園 



 

資 1.9-13 

  ケ．No.33 環状４号線歩道（対象事業実施区域 北側） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業によって創出された造成地が視認されるものと想定されま

す。 

開催中においては、駐車場区域と会場施設が視認されますが、会場区域の外周部はプランター植栽や

外周フェンス等を設置することから、整備前の造成地と比較して緑化された駐車場による賑わいの空間

が形成されると予測します。なお、視認されている仮設の駐車場やプランター植栽等の施設等は博覧会

の開催後、速やかに撤去することになっています。 

 

土地区画整理事業後の造成地 

公園の一次整備による植栽 

プランター植栽 

仮設駐車場 
仮設の外周フェンス 



 

 

資
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  ② 囲繞景観の変化 

  ア．No.25［西方向］（大門川右岸域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業  

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成が行われ、一面の造成地と拡幅された環状 4号線が出現します。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に駐車場等が整備され、新たな景観形成が図られます。沿道の植栽や駐車場等の緑化により緑の視認量は整

備前よりも増加します。一方、遠景域の丹沢の山並みや富士山の眺望は、一部が仮設の植栽により遮られると予測します。 

 

土地区画整理事業後の造成地 

拡幅された環状 4号線 
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  イ．No.25[東方向]（土地利用混在域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業  

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成が行われ、一面の造成地と拡幅された環状 4号線、区域内道路が出現します。また、公園整備事業の一次整

備により、高木植栽が整備されます。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に、駐車場・バスターミナル、修景植栽等が整備され、新たな景観形成が図られます。修景植栽により緑の

視認量は整備前よりも増加します。 

 

拡幅された環状 4号線 

修景植栽 
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  ウ．No.28［西方向］（土地利用混在域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 
 

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成地が出現するほか、公園整備事業の一次整備により、高木植栽や園路が整備されます。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に会場施設、修景植栽等が整備され、新たな景観形成が図られます。 

 

保全対象種の生息・生育環境 

公園の一次整備による園路 

公園の一次整備による高木植栽 
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  エ．No.28［東方向］（相沢川谷戸地域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成地が出現するほか、谷筋には横浜市により保全対象種の生息・生育環境が創出されます。また、公園整備事

業の一次整備により、高木植栽や園路が整備されます。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に会場施設、修景植栽等が整備され、新たな景観形成が図られます。土地区画整理事業により創出される保

全対象種の生息・生育環境については、保全・活用します。 

 

  

保全対象種の生息・生育環境 
公園の一次整備による園路 

公園の一次整備による高木植栽 
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  オ．No.29（大規模草地域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業 

 

本博覧会の整備前には、土地区画整理事業実施後の造成地に公園の一次整備による高木植栽が出現します。 

対象事業実施区域内の造成地に本博覧で整備する建築物や修景植栽、園路等が整備され、新たな景観形成が図られます。視認される主な建築物はバックヤー

ドの管理運営施設であり、比較的間近に視認できます。新たな植栽により緑の視認量は整備前よりも増加します。なお、視認されている施設等のうち、公園施

設となる樹木や園路等を除き、管理運営施設や営業施設等の仮設の施設は博覧会の開催後、速やかに撤去することになっています。 

  

公園の一次整備による高木植栽 

土地区画整理事業後の造成地 

園路 

管理運営施設 

修景植栽 
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  カ．No.21（和泉川源流域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業  

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成が行われ、一面の造成地が出現するほか、地上式調整池（調整池４）が創出されます。また、公園の一次整

備による植栽等が出現します。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に修景植栽、園路、仮設の外周フェンス等が整備され、中近景域を中心に新たな景観が形成されます。瀬谷

市民の森等と隣接する東側の地区は、それらの樹林地との連続性に配慮した樹林地の保全や緑地の創出を行うことで、周辺環境との調和に配慮した景観形成

が図られます。 

 

公園の一次整備による植栽 

修景植栽 

仮設の外周フェンス 
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  キ．No.32［西方向］（大規模農地域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業  

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成が行われ、一面の造成地が出現します。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に駐車場が整備され、新たな景観形成が図られます。駐車場等の緑化により緑の視認量は整備前よりも増加

します。 

 

  

土地区画整理事業後の造成地 

駐車場の緑化 
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  ク．No.32［東方向］（大規模農地域） 

整備前 

 

開催中 

 

景観の変化 

（整備主体別区分） 

 

  本博覧会 

  土地区画整理事業 

  公園整備事業  

本博覧会の整備前には、区画整理事業により造成が行われ、一面の造成地が出現します。 

開催中においては、対象事業実施区域内の造成地に駐車場が整備され、新たな景観形成が図られます。駐車場等の緑化により緑の視認量は整備前よりも増加

します。 

 

 

 

土地区画整理事業後の造成地 

駐車場の緑化 
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（2）方法書及び方法書修正届出書の審査の過程で追加した現地調査地点 

方法書の審査の過程で追加となった No.31、駐車場区域の拡大に伴う方法書修正届出書の審査

の過程で追加となった No.34 の２地点における眺望景観の予測結果を整理しました。 

 

  ① No.31 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北東側） 

本地点は対象事業実施区域の北東部に位置する旧上瀬谷通信施設内通路上の地点です。農業

従事者等による日常的な利用はありますが、眺望利用を目的とした地点ではありません。 

本地点からは、写真 1.9-1(1)に示すように、未舗装の通路や農地、樹木が視認されます。左

手には樹木に覆われた丘陵地（対象事業実施区域外）が視認されます。 

本博覧会の整備前には、写真 1.9-1(2)に示すように、土地区画整理事

業により区域内道路が整備され、その奥には造成地が視認され、遠方に

は対象事業実施区域内の高木植栽が概成しているものと想定されます。 

開催中においては、写真 1.9-1(3)に示すように、仮設の建築物が視認

されます。 

 

 

写真 1.9-1(1) No.31 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北東側）現況 

 

 



 

資 1.9-23 

 

写真 1.9-1(2)  No.31 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北東側）整備前 

 

 

写真 1.9-1(3)  No.31 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北東側）開催中 
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  ② No.34 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側） 

本地点は対象事業実施区域内の旧上瀬谷通信施設内通路上に位置します。農業従事者等によ

る日常的な利用はありますが、眺望利用を目的とした地点ではありません。 

対象事業実施区域は本地点の西側に広がっていますが、写真 1.9-2(1)に示すように、現況で

は通路の西側に連続する既存樹林によって視界は遮られています。 

本博覧会の整備前には、写真 1.9-2(2)に示すように、残置される樹林

によって対象事業実施区域内はほとんど視認できないものと想定されま

す。 

開催中においても、写真 1.9-2(3)に示すように、対象事業実施区域は

ほとんど視認できないものと想定されます。なお、樹林が撤去された場

合に視認される駐車場のイメージを、参考として写真 1.9-2(4)に示しました。 

 

写真 1.9-2(1) No.34 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側）現況 



 

資 1.9-25 

 

写真 1.9-2(2)  No.34 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側）整備前 

 

 

写真 1.9-2(3)  No.34 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側）開催中 
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写真 1.9-2(4)  No.34 旧上瀬谷通信施設内通路（対象事業実施区域 北側） 

開催中（視認できた場合のイメージ） 

 




